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姫路城の屋根や壁を、普段は絶対にみること

ができない場所から間近で見学できるというこ

ともあり、工事期間中 184 万人が来場する盛

況な企画となりました。

このような文化財の修理状況を常時公開する

試みは、姫路城以降、日光山輪王寺などに広がっ

てきています。

4．修理のための仮設の素屋根構造
姫路城の大天守を覆う素屋根は高さ 50mを

超える規模で、小天守や渡り櫓で囲まれた中で、

鉄骨トラスの建て方を行う必要があり、非常に

神経を使うものになりました。狭い軒下や隙間

に、柱・梁と設置します。鉄骨の連結は溶接が

できないので、すべてボルト締めで固定してい

ます。

5．調査解体と保存復元工事
できあがった素屋根の中で、屋根瓦の調査解

体、漆喰の調査解体を行いました。解体調査の

際に、最上層部の 4隅の壁の中から窓枠が見つ

かりました。元々は窓として建築されましたが、

なんらかの都合で壁に変更されたと考えられ、

幻の窓といわれています。

保存修理工事では、屋根瓦葺き・耐震補強・

木工事、漆喰塗工事などを、基本的に従前と同

じ材料、同じ方法を用いて行います。姫路城の

特徴は、何と言っても、白漆喰総塗籠という方

法で、外壁・内壁を白漆喰で塗り籠めるだけで

なく、屋根瓦の目地にも白漆喰を施しているこ

とです。

保存修理工事の結果、よみがえった姫路城は、

連立天守がまるで翼を広げた白鷺のようです。

6．現在の取り組み
「平成の大修理」を終えた姫路城は、2015 年

3月に、グランドオープンし、 1 年で約 287 万

人が来場し、国内城郭の中で年間入場者数が日

本一になりました。

また、シンデレラ城のモデルと言われるノイ

シュヴァンシュタイン城と友好協定を結び、観

光促進と交流強化のため提携しています。

その他、城内では、ARや CGを活用した新

たな展示・解説が始まっています。

姫路城では、大天守を昭和、平成と大修理を

施しましたが、それ以外の 81棟の櫓や土塀な

どの文化財も、毎年順番に概ね 30年周期で保

存修理工事を続けています。

☆ 　　　☆　　　☆

今回、ご多忙の中、取材にご協力頂きました、

姫路市役所観光交流局姫路城総合管理室主幹の
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小林様に厚く御礼申し上げます。

2017 年 2月のイブニングセミナーでは、『次

世代につなぐ匠の技』というテーマで、「姫路

城　平成の大修理」で用いられた伝統技術と最

新技術について講演予定です。

文責：編集委員　山本　忠（鹿島建設（株））

□ Column� 私のお地蔵様

佐賀県白石町の片田舎で育った。小さいころ

から甘えん坊で、姉妹喧嘩をしては姉に言い負

かされ、しょっちゅう泣いていた。そのため、

祖母が家の近くのお地蔵様に「泣かなくなりま

すように、笑顔が多くなりますように」と拝ん

でくれた。祖母によると、そのお地蔵様は「泣

きべそ地蔵さん」という愛称で呼ばれており、

「よ〜く拝むと泣かずに我慢できる良い子が育

つ」という。こども心にも「そんなことあるん

かいな？」と思いつつ、祖母が余りに真剣で愛

情に溢れた表情で諭すので、一緒に散歩をする

たびに小さな祠を訪ねてはお地蔵様を拝んで

いた。

小学校 2年生で佐賀市に引っ越してからは、

祖母の家に遊びにいったり、お墓参りなど、ご

く限られた機会にしかお地蔵様に会うことはな

くなった。いつ行っても、お地蔵様にはたくさ

んのお菓子とお花、御賽銭がお供えされており、

地域の人たちから変わらぬ敬愛を受けておら

れた。

成長してじゅうぶん大人になった今でも、涙

がこぼれそうなときは「信仰が足りなかったか

なあ」と、お地蔵様を思い浮かべては反省する。

そして、祖母や両親の愛に包まれていた無邪気

で平和な日々を思い出す。涙を止める即効性は

ないけれど、お地蔵様の御利益はゆっくりと心

の中に染みわたり、私をちょっとずつ元気にし

てくれるのだ。

（新潟大学経済学部　准教授　大串葉子）

□ Backyard	 事務局通信

■平成 28 年度第五回イブニングセミナーのお知らせ
2 月 23日（木）に下記内容で平成 28年度第五回イブニングセミナーを開催します。

テ　ー　マ	 次世代につなぐ匠の技

趣　　　旨	� 国宝・姫路城は、その華麗な姿から別名「白鷺城」と呼ばれ、世界文化遺産に

登録されている。

このたび、半世紀に一度の「平成の保存修理工事」が約5年半にわたり行われた。

高さ約 52mの巨大な鉄骨の素屋根で大天守を包み込み、屋根瓦や漆喰塗りな

ど各部の大規模な保存と修理に挑んだ。職人たちの伝統技術と最新の建設技術

が融合して姫路城の次世代への継承が実現した。今回のセミナーでは、現場を

指揮した鹿島の河原所長と伝統技術である漆喰の職人中田正起氏、長井孝明氏
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 一般社団法人　計画・交通研究会
 
 〒 100-6005　東京都千代田区霞が関 3-2-5　霞が関ビル 5F-28
 TEL: 03-4334-8157　　　  FAX: 03-4334-8158
 E-Mail: jimukyoku@keikaku-kotsu.org　　　Homepage: http://www.keikaku-kotsu.org/

理事会
代表理事・会長	 家田　　　仁
理事・副会長	 屋井　　鉄雄
理事・副会長	 清水　　英範
理事・幹事長	 岩倉　　成志
理事・事務局長	 髙橋　　祐治

企画委員会
委　員	 雨宮　克也　・　太田　雅文
	 杉原　克郎　・　髙瀬　健三
	 水野　高信

経営委員会
　委　員	 大嶋　匡博　・　城石　典明

会報編集委員会
　編集委員長	 日比野　直彦
　編集委員長代理	 羽藤　　英二
　幹事長	 王尾　　英明
　委　員	 上西　　泰輔　・　下大薗　　浩
	 白根　　哲也　・　茶木　　　環
	 鳩山　紀一郎　・　平田　　輝満
	 松本　　剛史　・　山本　　　忠
	 渡邊　　武彦

をお招きして、保存修理工事で使われた伝統技術と最新技術および伝統技術の

伝承について議論する。

話題提供者	 鹿島建設（株）　関西支店　姫路城平成保存修理工事現場	 所長　河原茂生

（株）イスルギ　姫路城平成保存修理工事現場	 職長　中田正起

		  職人　長井孝明

日　　　時	 平成 29年 2月 23日（木）17：30 〜 19：00、その後懇親会

場　　　所	 鹿島建設（株）KI ビル大会議室　東京都港区赤坂 6-5-30

懇　親　会	 鹿島建設（株）KI ビル食堂

参　加　費	 セミナー　無料

	 懇 親 会　3,000 円を予定（領収書を発行します）

■平成 29 年度総会の日程のお知らせ
総会の日程が決まりましたので、お知らせします。

日　　　程：4月 18日（火）　18：00より

場　　　所：霞が関ビル 35階　東海大学校友会館

総会後にはイブニングセミナーを開催します。その後、懇親会を隣接の東京倶楽部ビル 2階レスト

ラン「カスミガセキ」で開催いたします。

後日、皆様に正式な開催通知を差し上げますので、ご出欠の可否はそのあとにいただきます。多数

のご参加を期待していますので、ご予定に組み入れていただきますようお願いいたします。

■平成 29 年度第一回イブニングセミナーのお知らせ
4 月 18 日の総会に引き続いて、平成 29年度第一回イブニングセミナーを開催します。テーマお

よび講演者は調整中です。


